
1 

 

 

 

 

「患者団体・医療専門職・製薬業界間における 

倫理的連携のためのコンセンサス・フレームワーク」 

Questions & Answers 

 
Q. コンセンサス・フレームワークの参加団体は？ 

 

A. 現在、コンセンサス・フレームワークは、国際患者団体連合（IAPO）、国際看護師協会 

（ICN）、国際製薬団体連合会（IFPMA）、国際薬剤師・薬学連合（FIP）、および世界医

師会（WMA）が支援しており、患者、医療専門職、製薬業界とそれらの団体の間での関係が

倫理的かつエビデンスに基づいた意思決定であることを保証することについて、すべての

参加団体が共通の関心をもっています。 

 

Q. コンセンサス・フレームワークが確立された理由は？ 

 

A. すべての参加団体が、質の高い医療を世界中の患者に提供するという共通の関心を持っ

ています。患者、医療専門職、製薬業界間の結びつきは、患者の健康ニーズに対応した

最善の解決策や医薬品に関する最新の情報を提供するために必要です。これらの関係性

が誠実に行使され、患者の最善の利益に務めることが不可欠です。患者が最も適切な医

療を受けることを保証する上で、参加団体にはそれぞれ独自の役割と責任があることか

ら、コンセンサス・フレームワークは、専門職としての誠実性に対する共通の関わりを

示し、世界中で倫理的交流を促進するために確立されました。 

 

Q. コンセンサス・フレームワークが確立されたプロセスは？ 

 

A. 2011 年以来、参加団体は年 2 回会合を持ち、医療についての職務上の交流とコミュニケー

ションに関連する主な課題と進展について議論してきました。対話と情報交換を通じて、

各団体の規範や指針には基本的価値観がいくつか共有されていることが明らかになりまし

た。そこで、グループとしての共通点を強調し、倫理的交流の発展に貢献する道を模索す

ることで合意しました。コンセンサス・フレームワークは、参加団体間の共通の価値観を

把握し適切な交流を共有する姿勢を示すことで、参加団体と社会の間における信頼を築く

ために確立されました。 

 

Q. コンセンサス・フレームワークの重要な構成要素には何がありますか？ 
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A. コンセンサス・フレームワークは、各参加団体の規範や指針に示された共通の価値観と

原則に基づいています。これはすべての参加団体が共有する考え方や、治療に関する透

明性、尊厳、信頼、明確で独立した情報などの認識した内容を擁護し推進するための継

続的な取組みを強調したものとなっています。 

 

Q. コンセンサス・フレームワークの目標や、想定される影響は？ 

 

A. 途上国や新興国で医療を取り巻く環境が急速に進展するにつれ、より広範で体系的な課

題によって異なる利害関係者間の交流にマイナスの影響が生じる可能性があります。こ

の可能性は、規制が限定的または存在していなかったり、自発的あるいは政府による規

制がなかったり、不適切に実施されている産業や国において特に懸念されています。コ

ンセンサス・フレームワークは、患者、医療専門職、製薬業界間の関係が患者の最善の

利益に真に貢献するものになるには、信頼性と健全性が不可欠であることを示していま

す。この点において、各参加団体には果たすべき役割があります。参加団体間における

交流には長年にわたって著しい進展があり、さまざまな共同の取り組みが一部の国では

存在していますが、適切な交流に根差した価値観に対する認識を向上させるには、さら

なる努力が必要とされています。コンセンサス・フレームワークは、倫理的交流や医療

に関する適切なコミュニケーションといった重要な問題に対処する上での全参加団体間

での連携を示しています。このフレームワークは、個々の団体の指針、政策、規範を補

完し、交流における共通の価値観についてすべての利害関係者により良い理解をもたら

すような、フレームワークと類似の国レベルでの集団的取組みのモデルとなることを目

指しています。 
 

Q. コンセンサス・フレームワークには拘束力はありますか？ 
 

A. コンセンサス・フレームワークは拘束力を持つ文書ではなく、正式な実施機構もありま

せん。フレームワークには、新たな基準を定めたり、既存の規範や指針を覆したりする

意図はありません。むしろ、各団体が従来から行っている関与を強調し強化するもので

す。 

 
 

Q. コンセンサス・フレームワークは、なぜより大局的ではないのでしょうか？ 

 

A. コンセンサス・フレームワークは政策決定文書ではなく、各団体の既存の規範や指針に

代わるものではありません。そうではなく、患者、医療専門職、製薬業界とそれぞれの

団体の間における交流が適切に実施されることを確実にする上での共同行為の必要性を

示すため、参加団体が共有する根本的価値観を強調し強化するものです。 
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Q. 他の団体もコンセンサス・フレームワークを支持できますか？ 

 

A. ヘルスケアの提供に携わるすべての関係者が倫理的な基準と原則のもとに活動すること

が重要です。この点において、参加団体は、病院団体やその他医薬品セクター―国内医

薬品、後発医薬品、医療機器、診断機器の各製造会社を含む―などの他の医療関連団体

が地球規模でのコンセンサス・フレームワークを支持し、また各国レベルでも関係団体

の協力のもと、高い水準の行動規範の実践に共に取り組んでいくことを期待し、歓迎い

たします。患者の幸福を確保するため、すべての関係者が高い基準と健全性を持って倫

理的な行動と交流に専心することが不可欠です。 
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